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　その結果，5m最大歩行速度（ t（525）=10.05, p<.001），握力（ t（525）=4.24, 
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61山形県酒田市におけるいきいき百歳体操の効果 　─身体機能・QOL・相互扶助行為に関する調査から─
表5　「いきいき百歳体操」による相互扶助行為の実態へのヒアリング結果分類



















































【展望】 《波及》 〈波及の可能性の実感〉 話が広がってきていて，入りたいという声もある。
の保持・増進の効果が示唆され，少数の事例ではあるが相互扶助行為が確認で
きた。このことから，酒田市における「いきいき百歳体操」は，厚生労働省が
介護予防の目的として示す，健康寿命の延伸とQOLの保持，増進に寄与する
効果があると考えられる。しかしながら，上述した通り身体機能面への測定で
はスクリーニングや調査対象の運動プログラムの期間が比較的短期間であるこ
とが課題として挙げられた。また，参加者の構成をみると男性の比率が女性よ
りも少ないことから，何らかの参加阻害要因がないかについて検討することも
課題である。また，今後，特に人口減少と高齢化の進展が著しいと危惧される
過疎地域では，「いきいき健康教室」を持続するためにも，会場となる物理環
境の確保や高齢者が無理なく歩いて通える方策を検討することが課題である。
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図1　「いきいき百歳体操での相互扶助行為」KJ法に基づく図解
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